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平成 22年度償却資産 (固定資産税 )の申告のお知らせ

　償却資産とは、 事業を営んでいる会社

や個人が、 その事業のために所有してい

る土地や建物以外の事業用資産のことで、

これについても固定資産税が課税されます

（※）。 この償却資産については、 地方税

法により所有者に対して申告が義務付けら

れていますので、 申告期限までに償却資

産の申告をお願いします。

※償却資産の申告により課税基準を算

定した結果、 合計が 150 万円未満の場

合、 償却資産に対して固定資産税は課

税されません。

[ 問 ] 税務課☎ 63-1346

有明広域行政事務組合

　平成 22年度入札参加資格審査申請書

（指名願）を受け付けます
　平成 22 年度の建設工事などの入札に参加を希望する

人は、 次のとおり 「建設工事入札参加資格審査申請書」

を受け付けますので提出してください。

　なお、 平成 21 年 1 月から 2月末までに平成 21 ・ 22 年

度に提出した人は、 今回は必要ありません。

●受付期間　1 月 4 日 （月） ～ 2 月 28 日 （日）

（土曜 ・ 　日曜 ・祝日を除く。 ※郵送は消印有効）

●有効期間　平成 22 年 4 月 1 日から平成 23 年 3 月 31

日の 1年間

●書類様式　国土交通省統一様式 「一般競争 （指名競

争） 参加資格審査申請書」

　添付書類

　①一般競争 （指名競争） 参加資格審査申請書　②工

事経歴書　③営業所一覧表　④経営規模等評価結果通

知書 ・ 総合評定値通知書※写し　⑤建設業許可証明書

※写し　⑥商業登記簿謄本 ( 法人 ) または身元証明書 (

個人 ) ※写し　⑦納税証明書 ( 国 ・ 県 ・ 市町村 ) ※写し

　⑧印鑑証明書※写し　⑨使用印鑑届※原本　⑩技術者

一覧表および名簿または経歴書　⑪建設業退職金共済

事業加入 ・ 履行証明書※写し　⑫労災保険支払証明書

（完納証明および未納がない証明） ※写し　⑬受付票お

よび返信用封筒またははがき （郵送時のみ）　⑭委任す

る場合委任状

●提出方法　1 部提出 （A4 ファイル綴じで、 綴じ具とも

焼却可能なもの）、 持参または郵送

[ 提出先・問 ] 〒 865-0005　玉名市玉名 2157-32

有明広域行政事務組合総務課　☎ 72-5885

平成 22年度償却資産 (固定資産税 )の申告のお知らせ

荒尾市の物品納入業者の皆さんへ

　　お忘れなく !
　資格審査申請書の提出

　市(市民病院など外局も含む)では、平成22、23年度の物品、

資材納入業者および修理、 加工業者の資格を審査します。

　入札、 見積り合わせの参加資格を得たい人は 「資格審査

申請書」 を提出してください。

　なお、 期間内に提出されないときは当てはまる年度の取引

ができません。

●提出書類　荒尾市諸資材、 物品入札 ( 見積 ) 資格審査申

請書

●資格条件　税の滞納のないこと

●提出に必要な添付書類　納税証明書、 約定書、 営業許可

書の写し ( 給食センター、 市民病院のみ提出 ) 業者カード

●提出場所　市役所 2 階 ・ 財政課管財用度係、 水道局、 下

水道課、 市民病院会計課用度係、 給食センター

●提出期間　2 月 1 日 ( 火 ) ～ 2 月 26 日 ( 金 )

※書類などについては、 12 月 15 日から提出場所にて配布し

ます。

※詳しくはお尋ねください。 なお、 荒尾市ホームページに様式

などを掲載しますのでご覧ください。

[ 問 ] 財政課用度係　☎ 63-1292

●申告対象となる人

　工場 ・商店 ・農業 ・漁業 ・サービス業などの事業を営んでいる会社や

個人で、 平成 22 年 1 月 1 日現在事業用の償却資産を所有している人

●申告すべき資産

　平成 22 年 1 月 1 日現在、 市内に所在する事業用資産 （自己の使用

のもののほか、 他人に貸し付けているものも含む）

●申告方法

　1 月 1 日に所有している償却資産の内容を 「償却資産申告書」 など所

定の様式に記載して提出してください。 なお、 当てはまる資産が無い人

もその旨の申告をお願いします。

　申告に必要な書類は郵送します。 申告が必要な人で必要書類が届か

ない場合はご連絡ください。

●申告期限　平成 22 年 2 月 1 日 （月）

　申告期限間近になると受付窓口が混雑します。 1 月 22 日 （金） 頃ま

での申告にご協力ください。

●提出先　税務課　課税係
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償却資産申告、中学生の税についての作文
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私
た
ち
日
本
人
は
、
と
て
も
豊
か

な
生
活
を
し
て
い
る
。
学
校
で
は
勉

強
す
る
こ
と
が
で
き
、
教
科
書
が
あ

り
、
教
え
て
く
れ
る
先
生
も
い
る
。

何
事
も
な
い
よ
う
に
繰
り
返
さ
れ
て

い
る
生
活
。
こ
ん
な
の
当
た
り
前
と

思
っ
て
い
る
人
は
多
い
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
私
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
生

活
が
税
金
に
よ
っ
て
実
現
し
て
い
る
こ

と
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
他
の

国
は
ど
う
だ
ろ
う
。
決
し
て
日
本
の

よ
う
に
便
利
な
国
ば
か
り
で
は
な
い

と
思
う
。
そ
れ
な
の
に
、
当
た
り
前

の
生
活
に
不
満
を
持
っ
て
い
る
人
も
い

れ
ば
、
勉
強
が
し
た
く
て
も
で
き
な

く
て
、
悲
し
い
思
い
を
し
て
い
る
人
も

い
る
。
こ
れ
が
今
の
現
状
だ
。
例
を

あ
げ
て
言
え
ば
、
日
本
で
は
義
務
教

育
が
あ
る
か
ら
、
み
ん
な
に
平
等
に

勉
強
の
場
が
あ
た
え
ら
れ
る
。
で
も
、

そ
れ
を
当
り
前
だ
と
思
い
込
み
、
感

謝
の
気
持
ち
が
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る

と
思
う
。
も
し
、
自
分
が
学
校
に
行

　

平
成
21
年
度
中
学
生
の

「
税

に
つ
い
て
の
作
文
」
（
税
を
考
え

る
週
間
実
行
委
員
会
）
に
お
い

て
荒
尾
・
玉
名
地
域
の
中
学
生

か
ら
２
千
548
編
の
応
募
が
あ
り
、

本
市
か
ら
は
次
の
７
人
の
作
品

が
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

優
秀
賞
の
２
編
に
つ
い
て
は

『
広

報
あ
ら
お
』で
紹
介
し
ま
す
。
（敬

称
略
）
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第
二
中
２
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●
玉
名
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
長
賞

荒
尾
第
二
中
３
年　

右
田
和
也

●
荒
尾
市
長
賞

荒
尾
第
一
中
３
年　

古
閑
千
里

●
荒
尾
市
教
育
長
賞
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尾
第
四
中
３
年　

上
田
智
也

け
な
い
人
た
ち
の
方
の
立
場
だ
っ
た

ら
ど
う
思
う
だ
ろ
う
。
き
っ
と
、
学

校
に
行
け
る
人
が
う
ら
や
ま
し
く

な
る
と
思
う
。
そ
ん
な
こ
と
を
考

え
て
い
た
ら
、
学
校
で
日
々
繰
り

返
さ
れ
て
い
る
な
に
げ
な
い
事
が
と

て
も
大
切
に
思
え
て
く
る
。
そ
し
て
、

当
た
り
前
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
こ
と

を
見
直
し
、
も
っ
と
感
謝
の
気
持
ち

を
持
た
な
け
れ
ば
と
反
省
し
た
。

　

最
近
、
教
科
書
の
裏
表
紙
に
あ

る
文
章
に
目
が
止
ま
っ
た
。
「
こ
の

教
科
書
は
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
を

担
う
皆
さ
ん
へ
の
期
待
を
こ
め
、
国

民
の
税
金
に
よ
っ
て
無
償
で
支
給
さ

れ
て
い
ま
す
。
大
切
に
使
い
ま
し
ょ

う
。」
こ
れ
を
見
て
思
わ
ず
は
っ
と

し
た
。
こ
ん
な
身
近
な
と
こ
ろ
に
も
、

税
金
が
使
わ
れ
て
い
た
の
だ
。
そ
れ

か
ら
は
、
大
人
た
ち
が
一
生
懸
命

働
い
た
お
金
で
買
っ
た
教
科
書
や
、

周
り
の
期
待
を
無
駄
に
し
て
は
い
け

な
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
教
科

書
で
い
っ
ぱ
い
の
か
ば
ん
は
、
重
た

く
て
い
や
に
な
る
こ
と
も
あ
る
が
、

そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
は
い
け
な
い
。

お
金
を
稼
ぐ
方
が
も
っ
と
大
変
な

の
だ
か
ら
。
し
か
し
中
に
は
、
ど
う

し
て
自
分
の
お
金
を
税
金
と
し
て
納

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
、
不

中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文

満
に
思
っ
て
い
る
人
も
い
る
と
思
う
。

確
か
に
、
自
分
も
同
じ
こ
と
を
思

う
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ

か
ら
そ
の
時
の
た
め
に
も
、
税
金
は

生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
あ
る
の

だ
と
、
よ
く
理
解
し
て
お
く
こ
と
が

必
要
だ
。
も
し
そ
れ
に
不
満
を
持

っ
た
な
ら
、
周
り
を
見
直
し
て
当
り

前
な
生
活
に
と
こ
と
ん
感
謝
す
る
べ

き
だ
と
思
う
。
も
し
税
金
が
な
か
っ

た
ら
、
社
会
に
は
格
差
が
生
ま
れ

て
暗
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ

れ
は
人
々
の
交
流
も
減
る
し
、
と
て

も
つ
ま
ら
な
い
こ
と
な
の
だ
か
ら
。

　

税
金
は
誰
も
が
払
う
も
の
で
あ

る
。
で
も
私
は
、
な
ぜ
物
を
買
う

時
に
わ
ざ
わ
ざ
定
価
と
は
別
に
お

金
を
払
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の

か
、
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
も
し
消
費

税
が
な
け
れ
ば
買
え
る
物
が
も
っ
と

増
え
る
の
に
と
不
満
に
思
っ
て
い
た
。

し
か
し
今
は
、
そ
れ
が
と
て
も
無
責

任
な
考
え
方
だ
と
分
か
っ
た
。

　

私
も
将
来
税
金
を
払
う
よ
う
に

な
る
。
そ
の
時
に
は
、
国
民
の
一
員

と
し
て
人
々
の
役
に
立
て
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
い
と
思
う
。
今
の
私
が

周
り
に
支
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

私
も
同
じ
恩
返
し
が
で
き
る
人
に

な
り
た
い
。

［有
料
広
告
］


